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	１． 業績予想の修正について
	（１）2026年３月期通期連結業績予想数値の修正（2025年４月１日～2026年３月31日）
	（２）業績予想修正の理由
	売上高については、ロボティクス事業において中国経済の減速及び設備投資意欲の回復の遅れの影響を受け、需要が依然として低調に推移していることから、前回発表予想を下回る見込みです。
	一方で、利益面については、前回発表予想を上回る見込みです。これは、映像＆ＩＴ事業においてGIGAスクール構想第２期の開始により既存機器の更新需要が高まり、電子黒板や書画カメラなどのＩＣＴ機器の販売が想定以上に推移したためです。また、ロボティクス事業においても、高付加価値・高採算製品へのシフトが着実に進んだ結果、粗利益率が改善しました。
	以上の理由から、通期連結業績予想を修正いたします。

